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平成30年度　土壌医検定試験案内

１． 土壌医検定とは
農業の最も基本である土づくりに関する人材育成を行っています。作物の生理障害、土壌病害等の対策、生産コスト低減には土壌診断に基づく土づくり推進が重要です。日本土壌協会では、土づくりの知識を持つ人達の底辺を広げ、段階的にレベルアップしていけるような３試験（3級、2級、1級）区分の検定試験を実施しています。若い人を育てることを目的に、農業系高校生に照準を当ててこの検定試験を幅広く実施しています。

２． 試験日・申込期間・申込方法
　♦試験日：平成31年2月17日（日）14時～
♦申込期間：平成30年11月1日（木）～12月14日（金）
♦申込方法：インターネット申込又は受験願書の郵送

３． 受験料：
3級　5,000円、　2級　6,000円、　1級　10,000円　（消費税込み）
(3級は生徒割引の設定があり、高校生以下の生徒10名以上の団体は1名当り3,000円です。)

４． 試験会場： 
	会場
	施設名
	試験級
	会場
	施設名
	試験級

	札幌
	北海道教育大学
	全級
	仙台
	東北工業大学
	全級

	東京
	東京農業大学
	全級
	福井
	福井県立農林高校
	全級

	名古屋
	名古屋大学
	全級
	大阪
	大阪大学
	全級

	岡山
	岡山大学
	全級
	福岡
	福岡教育大学
	全級

	●沖縄
	沖縄畜産振興　支援センター
	全級
	●秋田
	秋田県立大学
	2級、3級

	●山形
	山形大学
	2級、3級
	●静岡
	静岡県農業会館
	2級、3級

	●長野
	長野県南安曇　農業高校
	2級、3級
	●島根
	島根大学
	2級、3級

	●愛媛
	愛媛大学
	2級、3級
	
	
	


　　●は準会場

	自校でも受験できます
2級及び3級の受験者が概ね15名以上（生徒、教職員を含みます。）
　　10月中旬までに土壌医検定事務局へご相談ください。



５．アグリマイスターとの関係
土壌医検定試験は、全国農業高等学校長協会で実施されているアグリマイスター顕彰制度の対象試験として認定されています。
　　
６． 試験区分と試験内容
　　　　　　　　　添付の土壌医検定受験案内（三折パンフレット）または土壌医検定ホームページ
　　　　　　　　　（http://doiken.or.jp/）を参照ください。


＜参考＞
土壌医検定試験を受験した高校（順不同、判明分）
	＊北海道富良野緑峰高校
	＊北海道岩見沢農業高校

	○青森県立名久井農業高校
	＊宮城県農業高校

	＊宮城県柴田農林高校
	＊秋田県立能代西高校

	＊茨城県立水戸農業高校
	○栃木県立小山北桜高校

	＊栃木県立宇都宮白楊高校
	○神奈川県立相原高校

	＊神奈川県立中央高校
	＊新潟県立高田農業高校

	＊富山県立中央農業高校
	＊石川県立翠星高校

	◎福井県立福井農林高校
	●長野県南安曇農業高校

	＊長野県下伊那農業高校
	○岐阜県立岐阜農林高校

	○岐阜県立大垣養老高校
	＊岐阜県立郡上高校

	○静岡県立田方農業高校
	＊大阪府立農芸高校

	＊兵庫県立尼崎稲園高校
	＊岡山県立勝間田高校

	＊岡山県立高梁城南高校
	○広島県立庄原実業高校

	●高知県立高知農業高校
〇熊本県立北稜高校　　　　　　　　　　　　　
	＊熊本県立熊本農業高校
○大分県立玖珠美山高校


· 本会場（全級）　　　　　　　　　　　　●準会場（一般可、2級、3級）
○　準会場（自校生、2級、3級）　　　　　＊これまでに受験した高校
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